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最新の文化財情報トピックス

イセンドは、「いせ」と「送る」の英語「send」を組み合わせた造語です。

埋蔵文化財の照会については、開発場所を記した位置図を裏面記載の伊勢市情報戦略局文化政策課宛てに
お送りください。確認し、折り返しご連絡します。文化財の保護のため、皆様のご理解ご協力をよろしくお願いします。

◎ ◎

◎

P.1

《特集》伊勢市の指定記念物（その1）

◎ 《特集》伊勢市の指定記念物（その1）。今回は令和4年度に案内板を修繕した
南山古墳〔みなみやまこふん〕をご紹介します。詳しくは第一面下で。お楽しみに！

記念物とは
記念物は次の１～３の文化財の総称です。

１．貝塚，古墳，都城跡，城跡旧宅等の遺跡で歴史上または学術上価値の高いもの《史跡》
２．庭園，橋梁，峡谷，海浜，山岳等の名勝地で芸術上または鑑賞上価値の高いもの《名勝》
３．動物，植物及び地質鉱物で学術上価値の高いもの《天然記念物》

〔南山古墳〕 みなみやま こふん
場所：鹿海町字南山866-2 記念物（史跡）指定年月日：昭和55年12月20日

昭和53年（1978）に発掘調査して、昭和55年（1980）に伊勢市の文化財
に指定しました。現地には案内板を設置しており、令和5年に修繕しました。

本古墳は県道館町通〔たちちょうとおり〕線沿いの鹿海〔かのみ〕や五十
鈴川を見下ろす山の上にあります。高圧電線の鉄塔建設の際に遺物が出土
したことを機に発掘調査を行い、その姿が確認されました。

古墳の築造時代は古墳時代で、埋葬施設は3か所発見されました。その中
でも中心的な施設は「羨道部石積横穴式木室〔せんどうぶ いしづみ よこあ
なしき もくしつ〕」といいます。通路部分が石積みで遺体を埋葬する部屋
が木で囲われた構造のもので当時国内初の発見で、現在でも珍しいもので
す。

🌸宮川堤と桜たより🌸 令和5年度の宮川堤桜樹の維持管理について、事業内容をご紹介
します。詳しくは第二面上で。

収蔵品紹介。市が所蔵する郷土資料の
紹介をします。詳しくは第二面左下で。

📚新刊図録のご案内📚 新刊図録の
案内をします。詳しくは第二面右下で。

南山古墳 位置図

◎ 郷土資料展示便。展示コーナーを開設
しました。詳しくは第二面右上で。

南山古墳 案内板

南山古墳 埋葬施設全景（発掘調査時）

木室（跡）

羨道（石積み）

西鹿海

南山古墳

東鹿海

県道館町通線

◎ まちかどに歴史あり 案内板「國
道風致樹木碑」を設置しました。
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桜の健康診断を実施！

宮川堤と桜たより

📚新刊図録のご案内📚
夏季企画展・中村左洲生誕150年記念

二見に生きた画人 中村左洲
活・生・粋の絵画

神苑会〔しんえんかい〕が明治38年（1905）
に制作した図巻で絹本。全1巻。幅38.1cm、巻
子全長1,607cm。絵は郷土の画人、中村左洲
〔なかむらさしゅう〕の筆によるものです。

神苑会は、神宮の宮域と神苑の整備をするた
め、実業家の太田小三郎〔おおたこさぶろう〕等
の働きにより明治19年（1886）6月に創立され、
その目的を達し解散する明治40年（1907）3月
まで存続した組織です。事績として、両宮の神
苑整備や農業館、徴古館、賓日館及び神苑文庫
（現 神宮文庫）の建設を行いました。

この資料は会が解散する2年前であることか
ら関係者へそれらの事績を紹介し伝える目的で
製作したものと思われます。同図は神宮徴古館
にも収蔵されており、その図との関係性や左洲
の精巧な筆致は資料としての価値も興味深いも
のです。

収蔵品紹介 【神苑図誌】

令和5年8月5日～31日まで賓日館で、地元の画
人、中村左洲生誕150年記念展を開催しました。

この度、展覧会
の図録を販売しま
した。左洲は二見
生まれの円山四条
派画人です。「鯛
の左洲」と評され
た彼の優品の一端
をお楽しみ下さい。

販売は文化政策
課窓口にて。

判型等：A4判48頁
（フルカラー）

定価：1,000円

文化政策課が小俣総合支所より本庁東館4階
に移転してから、約半年が経ちました。

さて、小さいですが令和5年7月から来庁され
た皆様に少しでも文化を身近に感じていただけ
るように「郷土資料（プチ）展示コーナー」を
開設しました。場所は本庁1階ロビーです。

展示は、定期的に入れ替えを予定しています。
近くにお寄りの際はどうぞご覧ください。

郷土資料展示便

《大事なお知らせ》
文化政策課は４月に

本庁東館に移転しました。
連絡先は下記をご覧ください。

しんえん ず し

展示（予定）
7月：教科書
8月：中村百松画
9月：山中生徒手牒

10月：中村左洲画

既刊通信は
左のHPから

販売図録の紹介は
左のHPにあります

8月27日から8月30日にかけて、名勝宮川堤の
度会橋下流側の桜の樹木医診断を実施しました。
その際、桜に管理番号を記したタグを取り付け
ました。診断結果は、10月上旬頃にわかります。
前回の診断調査から約10年の時が経過しており、
樹勢が良い桜と樹勢の悪い桜との明暗がより
はっきりとしてきた印象があります。

また、位置図も作成しますので、診断結果と
ともに今後の維持管理・桜樹再生プロジェクト
に役立てていきます。

11月：隠岡遺跡出土遺物
12月：荒木田守武関連
1月：冬季企画展関連（予定）
2月：御頭神事、能関連（予定）

【神苑図誌】より「倉田山」（縦38.1cm × 横78.8㎝）
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